
価値創造ストーリー 価値創造の取り組み データセクションJR九州グループの戦略

JR九州グループDX戦略

デジタル変革推進部長メッセージ
　このたびJR九州グループは、新たに策
定した中期経営計画2025-2027に合わ
せ、経営理念と重点戦略の方針を踏まえ
ながらDXの力でグループを取り巻く課題
を解決していくための新たな指針をまとめ
ました。
　今回のDX戦略のテーマは「デジタルの
力で、まちを、お客さまを、社員を、元気に」
です。これを実現するため、「お客さま体験
の進化と新領域の創造」、「オペレーション
の変革」、「働きがいと生産性の向上」の3

つの分野を軸に、引き続きDXを推進して
まいります。
　DXを進めるうえで私 が 特に重 視して
いるのは、D（Digital）そのものではなく、X

（Transformation）による変革を起こすこ
とです。デジタル技術を単なる効率化の手
段にとどめず、新たなサービスや付加価値
へと発展させることで既存事業を強化しつ
つ、新たな価値創造に挑戦いたします。そ
のためには、社員一人ひとりが主体的に行
動し、変革を後押しできる企業文化を育む

ことが欠かせません。引き続きデジタル人
材の育成や柔軟かつ迅速な意思決定がで
きる組織づくりを進め、お客さまの多様な
ニーズに即応できるサービスやモビリティ
を提供してまいります。
　今後もデジタル技術を活用して世の中の
変化に柔軟に対応し、九州のさらなる活性
化に貢献すべく全力を尽くしていく所存で
す。皆さまのご期待に応えられるよう、より
“元気な”九州の実現に向けて邁進してまい
ります。

お客さま体験の進化と新領域の創造
お客さまのニーズを正しく理解し、求めるサービスや体験を提供する ／ 多様なサービスの相互連携、社外との共創、挑戦により新しい価値を創出する

働きがいと生産性の向上
社員が働きがいを持っていきいきと働くとともに

デジタルの力で生産性を向上させる

オペレーションの変革
安全の確保と人手不足の解消を両立する

効率的な業務運営を実現する

グループ内外の技術・ノウハウを活用した
新領域の創造

JRキューポ等を活用した
CRM推進や事業間連携

各種サービスのお客さま体験価値向上

オペレーションの自動化・省人化・効率化 IoTやAIを活用した業務高度化 データを活用した最適な人材戦略と
エンゲージメントの向上 デジタルを駆使した生産性向上

システム・インフラ

人・風土 階層別人材育成の推進 実践を通じた育成と支援 風土の醸成とリテラシーの底上げ

データとAIの活用環境の整備 情報セキュリティの強化クラウド基盤の構築・活用
基盤

デジタルの力で、
まちを、お客さまを、社員を、元気に

● JRキューポを活用した事業間連携
● 各事業におけるCRM活用やマーケティングの高度化

● 鉄道におけるチケットレス推進 
● デジタルを活用したCX向上 ● スマートシティへの挑戦

● MaaSを活用したまちづくり 等

● 現場作業・店舗作業の自動化・省人化・効率化 
● モバイルデバイスの活用等による作業効率向上

● IoTやデータの活用によるプロセスの変革
● AIによる作業の高度化

● タレントマネジメントシステムを活用した人材配置 
● 従業員意識調査等のデータ分析によるエンゲージメント向上
● デジタルを活用した働きやすい環境の整備

● アプリ等による業務のデジタル化
● データ・AIの活用による意思決定の高度化
● グループ全体の事務作業プロセスの最適化　等

■ DX戦略の全体像

「情報処理の促進に関する法律」に基づき、「デジタルガバナンス・コード」の基本的
事項に対応する企業を国が認定する制度。2022年3月認定、2024年3月更新

執行役員
デジタル変革推進部長　

長﨑　剛
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活用 ： 社内アセット
創出 ： 新たなアセット

JR九州
Web会員

未来市場戦略部JRキューポを活用したグループ顧客戦略強化

■ 未来市場戦略部の設立　
　グループ全体でマーケティングやCRMを強化するた
め2025年4月より総合企画本部内に「未来市場戦略
部」を設立しました。お客さまのロイヤルティを高め、利
用頻度・利用サービスを増やすことで、各事業のトップ
ライン向上に貢献します。そのために、JR九州グループ
内外のアセットを活用し、体験価値を提供いたします。

■ JR九州グループで “たまる” “つかえる” ポイントプログラム「JRキューポ」
　JRキューポは、JR九州インターネット列車予約や、当社のクレジットカードであるJQ CARD、交
通系ICカードSUGOCAなど、当社グループのサービス利用において “たまる” “つかえる” ポイン
トサービスです。2023年10月より駅ビルで “たまる” “つかえる” ようになり、1ポイント＝1円単位
でのご利用が可能な「JRキューポアプリ」にて、お客さまにおトクな体験を提供しています。

■ JRキューポ特典きっぷ
　2025年1月より、たまったJRキューポでおトクに新幹線・特急列車に乗車できる「JRキューポ
特典きっぷ」がスタートしました。博多～熊本や博多～鹿児島中央などの主要区間において、JR
キューポをつかっておトクにご乗車いただけるサービスです。日常的に鉄道をご利用のお客さま
だけではなく、駅ビルをご利用のお客さまにもJRキューポ特典きっぷでおトクに鉄道をご利用い
ただくことにより、お客さま体験価値を向上するとともにグループシナジーを創出します。

■ お客さま体験価値の向上を目指して
　JRキューポでお客さまとつながり、ご利用いただくことで、様々なデータを蓄積しています。取
得したマーケティングデータ（移動データ、決済データ等）を活用し、それぞれのお客さまに適し
たサービスを提案しています。今後は、JRキューポ特典きっぷのような新たなお客さま体験を創
出し、JR九州グループのご利用を増やす取り組みを加速します。

■ 事業間連携強化によるお客さま満足の向上（イメージ）

1  市場調査・仮説設定
2  ご利用を促す体験価値の提供
3  接点を獲得するための会員化
4  �体験価値を伝えるための 

仕組みの強化

お得さ 便利さ 楽しさ

お客さまのニーズ
市場ポテンシャル

1  市場調査 2  体験価値の提供 3  会員化 4  伝える

主管部・ 
グループ会社 

の課題

主管部・ 
グループ会社 

の課題
NEW

体験
価値

高いロイヤルティ
複数サービス利用
高頻度利用

コングロマリット・プレミアムの創出

高    

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ    

低
低       利用頻度・利用サービス       高

アプリ
（ポイント）

お客さま接点

お客さま接点を
軸としたCRM

寄り添った
ご提案による
お客さま単価・
ご利用頻度増★新規会員登録

★アプリクーポンが
あるお店を選択

★お気に入りのお店から
毎月クーポンが届く

★旅行はJRキューポを
つかっておトクに移動

★JRキューポで
ホテルの部屋を
アップグレード

★メルマガきっかけで旅行へ

複数サービス
の利用増

★欲しかった洋服を
JRキューポでGET

お客さまに様々なサービスに
触れていただくことで、
より多くの接点を獲得

★ロイヤル
カスタマー

LINE メルマガ アプリ
（鉄道）

SUGOCA JQ CARD

JRキューポ特典きっぷで新たなお客さま体験を
　これまでJRキューポの鉄道利用は、SUGOCAへポイントチャージして
主に近距離の移動に限られていましたが、JRキューポ特典きっぷにより
新幹線や特急列車など長距離の移動でも “つかえる” ようになりました。
また鉄道事業にとどまらず、例えばJQ CARDの利用でたまったポイント
でおトクに鉄道を利用するというような、グループシナジー創出の機会
が広がりました。
　今後もお客さま体験価値を向上できる施策を拡大するとともに、グ
ループシナジーの創出にも貢献してまいります。

例：博多～熊本（九州新幹線）
通常のおねだん5,840円 → JRキューポ2,500ポイント
※ 大人1名さま・片道・普通車指定席利用

総合企画本部
未来市場戦略部　主査

上田　知徳
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https://www.jrkyushu.co.jp/point/
https://www.jrkyushu.co.jp/jrkyupoapp/accumulate/jqcard/
https://www.jrkyushu.co.jp/sugoca/
https://www.jrkyushu.co.jp/jq/
https://www.jrkyushu.co.jp/app/lp/
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JR九州グループDX戦略

推進体制と人材育成への取り組み
　経営層の意思決定と先導のもと、各事業部門・グループ会社主体でDXを推進し、デジタル変
革推進部が推進のための基盤・体制づくりおよび、CoE（Center of Excellence）と事業部の連携
強化による推進支援を行います。

■ 各階層の役割と意思決定の流れ

　DX戦略が目指す姿の実現に向け、コア人材を推進体制の核に据えることでDXを加速させま
す。各主管部・グループ会社へコア人材を配置するため、コア人材となる人材の発掘・育成・採
用を行います。

各主管部・グループ会社のコア人材が核となり 
DX推進を加速

DX推進を牽引する人材

① 社内に眠る人材の見える化・発掘
② 人材育成
③ 外部人材の獲得（新卒・経験者）

DX戦略の 
策定・見直し

経営層 会議体

デジタル変革推進部

事業部門 グループ会社 コーポレート

企画・戦略策定
● �DX戦略の策定・見直し
● �風土の醸成・人材育成
● �ナレッジマネジメント（情

報収集・事例の横展開）

重要事項の意思決定

DXの牽引・支援
（CoE）

● �データ分析・活用
● �業務用アプリの内製
● �各事業部の実行支援

進捗の確認

環境整備
● �全社システム・基盤導

入・運用保守
● �セキュリティ・最適化

の推進

DX戦略の実行（プロジェクトの推進）

報告・付議

相談・報告・ 
取りまとめ

確認・承認

プロジェクト支援・ 
ナレマネ・育成

経営会議 
・ 

取締役会
● �戦 略 の 策 定・見

直し、重要な意思
決定、進捗確認

Rewired連絡会
● �グループ 全 体の

情報共有と水平
展開

経営層

コア人材の確保に向けた主な打ち手

デジタル変革推進部

コア人材

ス
キ
ル
レ
ベ
ル

コア人材

高度な知識・スキルを持ち 
業務変革を主導

リード人材

事業や職場の 
リーダーとして 

DXプロジェクトを 
企画・推進

ベース人材

アプリやBIツールを 
使いこなし、 

自らの業務効率化を実践

…
コア人材 コア人材 コア人材

リード人材 リード人材 リード人材

ベース人材 ベース人材 ベース人材

主管部 主管部 グループ会社

デジタルチャレンジで現場からDXを
　デジタル変革推進部では、全社のDX戦略の一環とし
て、ITの専門知識がなくても社員がローコードツールで
業務アプリを開発できる「デジタルチャレンジ（市民開
発）」に取り組んでいます。現場の課題を自分たちの力
で解決し、より働きやすい職場を実現するこの取り組み
を推進する中で、私はアプリ開発者への開発支援や研
修の企画、ルール整備を担当し、社員が自らデジタル

技術で業務改善できる環境づくりを進めています。アプ
リ開発の要望を受けた際にはできるだけ現地に足を運
び、そこで働く社員の率直な意見に耳を傾けることも心
がけています。また、社内SNS等を通じて各現場の開発
者間で開発の手助けを行うことができるコミュニティづ
くりにも注力しています。こうした取り組みにより、これ
までに300名以上のアプリ開発者が生まれ、合計で約4

万時間／年の業務時間削減につながりました。
　今後も最新のデジタル技術をいち早くキャッチアップ
し社内に発信していくことにより、さらなる業務効率化
や現場のDXを推進していく所存です。デジタルの力でま
ちを、お客さまを、そして社員を元気にします。

総合企画本部
デジタル変革推進部　主査

吉住　亮祐
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